
地域貢献型学生プロジェクト推進事業 

 

バリアフリーマップの作成によって障がい者が住みやすい街づくりを目指す 

 

学生団体名 金沢学院大学・福祉研究会 

参 加 学 生 杉本有馬、竹田翔一、浜屋浩輔 

 

１．地域活動の概要 

本活動の目的は、障がい者と健常者の相互理解を深め、住みやすい街づくりを目指すために、バリア

フリーマップを作成することである。そのために、白山市役所、バリアフリー総合研究所の協力を得て、

（1）マップ作成範囲を決定するためのアンケート調査（調査結果、松任駅周辺のマップを作成するこ

とに決定した）、（2）マップ作成に障がい者の声を取り入れるためのインタビュー調査、（3）松任駅周

辺の現地調査を実施した。 

 

２．地域活動の具体的な内容 

 

日付 場所 活動内容 

3 月 5 日（土） 松任駅周辺 タウンチェック 

7 月 1 日（金） 白山市役所 第 1回 打ち合わせ 

8 月 ～ 9 月 金沢学院大学 障がい者の方々へのアンケートと集計作業 

11 月 21 日（月） 白山市役所 第 2回 打ち合わせ 

11 月 25 日（金） 松任駅周辺 第 1回 マップ作成のための現地調査 

11 月 28 日（月） 福祉ふれあいセンター 障がい者の方々へのインタビュー 

12 月 12 日（月） 松任駅周辺 第 2回 マップ作成のための現地調査 

12 月 20 日（火） 松任駅周辺 第 3回 マップ作成のための現地調査 

12 月 23 日（金） 松任駅周辺 第 4回 マップ作成のための現地調査 

1 月 7 日（土） 松任駅周辺 第 5回 マップ作成のための現地調査 

2 月 4 日（土） 松任駅周辺 第 6回 マップ作成のための現地調査 

 

3 月 5 日（土）：タウンチェック 

バリアフリー総合研究所の協力のもと、肢体不自由障がい者、聴覚障がい者、視覚障がい者の方々と、

松任駅周辺のバリアフリー状況の確認を行った（本活動は、地域貢献型学生プロジェクト推進事業の期

間外であるが、その準備のために実施したものである）。 

 

7 月 1 日（金）：第 1回打ち合わせ 

白山市役所、バリアフリー総合研究所の方々と、バリアフリーマップの作成範囲および作成方法につ

いて話し合った。話し合いの結果、作成範囲を決定するために肢体不自由障がい者、聴覚障がい者、視

覚障がい者の方々合計 30 名にアンケートを取ることになった。また、作成方法については今後、マッ

プを作成しつつ検討していくことになった。 
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8 月～9月：アンケートの実施・集計 

白山市役所の協力のもと、バリアフリーマップ作成範囲決定のためのアンケート調査を実施した。

対象者は、白山市内で生活する視覚・聴覚・肢体障がい者 30 名であり、14 名から回答が得られた。

アンケートの結果、松任駅周辺のマップを作成することになった。なお、集計結果は、白山市役所へ

フィードバックした。 

 

 

 

 

  

 

 

 

11 月 21 日（月）：第 2回目打ち合わせ 

白山市役所、バリアフリー総合研究所の方々と、バリアフリーマップ作成方法について話し合った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 25 日（金）：第一回マップ作成のための現地調査 

松任駅～白山市松任学習センターまでのルートで、マップ作成のための調査を行った。主に信号の

長さや段差について調べた。 

 

11 月 28 日（月）：障がい者の方々へのインタビュー 

バリアフリーマップ作成の参考にするために、肢体不自由障がい者 2名に対しインタビュー調査を

行った。インタビュー時間は 3時間にわたった。インタビューの結果、雨天時に滑りやすい、障がい

者専用の駐車場の数を増やしてほしい、などの意見が得られた。 
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12 月 20 日(火)、23 日(金)、1月 7日(土)、2月 4日（土）：第 2回～6回現地調査 

バリアフリーマップを完成させるために、継続して松任駅周辺の調査を行った。 
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３．地域活動の成果 

松任駅周辺で車椅子使用者がスムーズに移動できるためのバリアフリーマップを作成した。また、

マップ作成ためのアンケート調査、インタビュー調査を通じて、障がい者にとっての日常生活や公

共交通手段による移動の難しさが分かった。ちょっとした段差の高さなど、健常者にとっては特に

気にしていないことが、障がい者にとっては大きな困難になることが分かり、障がい者への理解が

深まる活動になった。なお、本活動の様子は 12 月 16 日（金）付の北國新聞に掲載された。 

 

 

 

４．来年度の地域活動計画 

来年度の地域活動としては、アンケート調査の対象者を増やす、マップの作成範囲を広げるなど、

地域のニーズに答えたマップ作成を行っていきたい。また、障がい者の方々と一緒にスポーツイベ

ントを行い、交流も深めていきたい。 

 

５．学生の感想 

この一年間の活動を通して立場や環境、障がいの程度によってできることが違うことが分かり、

障がい者との理解が深められた。また、マップを作ることは、難しいことが分かった。マップを完

成させた達成感を味わうことも一緒に体験できて課題を成し遂げることの重要性を学んだ。今後、

障がいのある人や高齢者の住環境設備に役立つように活動の幅を広げていきたいと思う。 

 

４．地域活動に対する地域からの評価 

石川県内でバリアフリーのまちづくりを 20 年近く続けていますが、今回学生主体の「まちづく

り」に初めて関わらせていただきました。 

「住みやすいまちにしたい。」「バリアフリー社会にしたい。」という熱意に触れて、少しだけア

ドバイスをさせて頂きました。まちづくりは 10 年、20 年とかかります。今後、関心を持つ若者が

増えるきっかけになることを切に願っています。（NPO 法人 バリアフリー総合研究所） 
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